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以下の問２題の両方ともに解答せよ。

問１ 次に示す Schemeプログラムについて以下の問に答えよ。

(define (subtree? t1 t2)

(cond ((atom? t1) (eq? t1 t2))

(#t (cond ((atom? t2) #f)

(#t (or (and (subtree? (car t1) (car t2))

(subtree? (cdr t1) (cdr t2)))

(or (subtree? t1 (car t2))

(subtree? t1 (cdr t2)))))))))

関数 subtree?は二つの S式 (S表現) t1, t2を入力とし、真偽値 (#tあるいは
#f) を返す関数である。

関数 subtree?が真 (#t)を返すための必要十分条件は何であるか答えよ。また、
関数 subtree?が実際そのような関数であることを S式に関する帰納法を用い
た議論によって示せ。
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問２ 次に示す 4入力 1出力の論理回路 (スイッチング回路)について以下の問に答
えよ。

p

q
s

r

output

(1) 上記回路に対応する論理式を p, q, r, sをもちいて表せ。ただし、p, q, r, s

を各々、上記論理回路図中の対応する入力が 1ならば真、0ならば偽であ
るような命題とする。

(2) 上記回路図と等価でかつANDゲート、ORゲート、NOTゲートの数の総
和が７以下となるような回路図を書け。(二つの論理回路が、同じ入力に
対して常に同じ出力をおこなうとき、等価であるという。)

(1)で求めた論理式を簡略化することにより、そのような回路を構成せよ。
その際、簡略化した論理式が元の論理式と等価であることを示すこと。

※ 実はゲート数の総和の最小値は 7より小さいが、回答は最小のもので
なくても構わない。

※ 論理式が等価であることの根拠が示されていない場合は、回答と認め
ない。
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